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ときめきメイン軸

デッキレベル
歩行者・スローモビリティ動線
地上～デッキをつなぐ動線
地上レベル
歩行者・スローモビリティ動線
自転車動線
川辺の動線

宇都宮のときめき

スロープに
最新モビリティ

デッキ上を歩いていると気持ちよく視線が抜け、楽しそうな場所が目に入る。動線に合わせ視界が開

ける場所やアイストップとなる建物を計画することで、ときめきを生む風景をつくる。

JR 駅舎から街を見通す トナリエ前からときめきラボへ 田川パークからときめきラボへ

歩いて気持ちよく、いろいろな場所に訪れてみたくなるときめき

の景観を維持するため、視点場を設定してのビューのコントロー

ルや緑が目に入る風景づくりを続けていく。

田川パーク 緑の安らぎと川辺のアクティビティのときめきJR駅西口を
“ときめきスクエア”へ

地上レベル平面図 1/2500

ときめきスクエア～東口 断面図 1/2500

ときめきスクエア～東口 断面線

各エリアのときめきへ誘う通り抜けのビュー

ときめきの景観づくり 周辺とつながるネットワーク

デッキレベルで JR 駅の西口と東口をつなげ歩行者とスローモビリ

ティが通行するネットワークを形成。建物バルコニーを活かした緑化

により田川と街の緑がつながる。

既存商業ビルを活かした空間の抜けにより駅に降り立つ人々に新たなときめきを
多様なモビリティが安全に行きかう 交通結節機能と滞留空間を融合させた広場

川辺空間の再編により川と街をの関係を再構築
宇都宮の自然豊かなときめきを生み出すオープンスペース「田川パーク」を創出

駅西口の骨格である田川を表の空間とするた
め、河川・道路・民地の境界をまたぎ再編。
川に対して開けた空間を生み出す。

幸橋から田川パークで過ごす人々の様子が見え 駅前へ誘われる

交通空間が拡大し街の魅力が見つけづらかっ
た西口を、抜けの空間やデッキネットワーク
整備により、ときめきが生まれる場所に再編。

田川と既存街区との距離・勾配に応じて、ゆった
り過ごす斜面や緑を眺めながら歩くスロープなど
様々な場所を設け、多様な過ごし方ができる。

人々の居場所
となる芝生斜面

官民境界を超え河川区域を拡張
道路を歩行者空間へ

川から
連続する緑

親水空間
の整備

【現状】車のための空間から転換が必要

【提案】ときめきが生まれる駅前へ

バス・自家用車・タクシー
ロータリーが駅前の
ほとんどを占める

自家用車・タクシーと
バスの動線を整理し
人のための空間を創出

商業ビルから
田川への
通り抜け

田川 -商業ビル -駅前広場 -東口 
のネットワーク・抜けを形成

商業ビルの
減築による抜け

川沿い再編
による広場

田川に開けた
滞留空間

デッキレベルで
つながるネットワーク

滞留の空間が不足

商業ビルと道路に
阻まれて田川の
存在が感じられない

駅前でデッキが完結

田川が見通せない
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地上広場
【提案断面】
境界を横断し河川と街をなだらかにつなげる

【現状断面】
切り立った護岸で田川との関係が希薄

〇川と街との関係をつくる 〇川辺の居場所づくり

駅前広場  まちに一歩踏み出す期待ふくらむときめき
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駅前広場・2F デッキと
川・地上レベルをつなげる建築

パーク
＆ライド
駐車場

河川← → 道路 ← →道路← → 　　　民地　　　 ←
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勾配 : 急勾配 : 急

勾配 : 緩勾配 : 緩
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川沿いを自転車や
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で移動

川沿いを自転車や
パーソナルモビリティ

で移動

減築部分

改修部分
LRT 停車駅東西自由通路

半屋外公園 テナント部分

ポケットパーク

駐輪場 & カフェ

トナリエの一部を減築して東西自由通路を田川へと延長し、

半屋外公園へと整備する。低層階はガラスファサードに改

修することで風景に溶け込み親しみのある空間となる。

〇既存価値を高める

駅西側広場には新たに LRT の停車

駅を設置し、センターコアへの玄

関口へ。スローモビリティや人が

行きかう広い空間とポケットパー

クを設けることにより、人々の集

うオープンスペースとなる。

〇街の新たな玄関口

再開発エリアに駐輪場兼カフェを

併設する。スロープによって LRT

乗り場への移動をスムーズにし、

出発の準備をする拠点となる。

〇街と観光客の接点を創る

○栃木イノベーションの拠点を整備

○スポーツゾーンで多様な交流を創出

○モビリティと建築の融合を実現

断面パース

駅舎から田川への抜けを軸にデッキレベルで各エリアにつながっていく

アトリウム

パーソナルモビリティで
駅前までアクセス

モビリティと人が
スロープ上を自由に移動

LRT 駅
宇都宮駅スポーツゾーン（バスケットボール等）

移動をきっかけに
交流が生まれる交流が生まれる交流が生まれる交流が生まれる交流が生まれる

スポーツゾーン（バスケットボール等）

スポーツをきっかけに
交流が生まれる

ときめきラボ　交流からビジネスが生まれる場

栃木県内の大企業とスタートアップ企業の出
会い・交流が生まれる場所をつくることで、
ここから新しいビジネスが誕生する。

アトリウムの1Fにバスケットボールのイベン
ト等様々なスポーツが実施可能なスポーツゾ
ーンを整備しアクティブな交流を創出する。

アトリウム内を螺旋状に囲むスロープでは
人々がパーソナルモビリティに乗ったまま
回遊し、新たな出会いが生まれる。
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オフィス

ドライブスルーゾーン

入居テナント
大企業

×
スタートアップ

シェアオフィス
コワーキングスペース

飲食・物販

モビリティにより道路空間の滞在性や歩行
者の利便性を向上。ネットワーク型コンパ
クトシティ (NCC) のいち拠点として、多世
代が交流できる生活のときめきが生じる。

LRT 新駅とともにモビリティハブを整備
し、駐車場を集約、散見される空き地
と共に小さなパークへと転換する。

散在する駐車場 連携しあうパーク
モビリティハブ

へ集約

パークまわりでは個人単位での活動が可
能となる。駅前のにぎやかさとは異なり、
個人のウェルビーイングが高まる、小さ
な活動のときめきが生じる。

〇道路空間のときめき 〇パーク化によるときめき

上河原 ウェルビーイングエリア

〇まちなかの滞在で生まれるときめき〇滞在者の対流のときめき

近いグレードのホテルが独立して
集積する現状に対し、ホテルに
様々な機能を導入し、施設間の連
携を高めることで、滞在者の対流・
まちなかでの活動を促す。

新たに生まれた場所、既にある場所を多様な
人々が使うようになる。ときめき委員会の活
動が後押しとなり、シームレスな交流・創発
のときめきが生まれる。

田川河川敷 住宅地
対流が生ま
れたホテル

観光客 出張
ワーカー

市内在住
ワーカー

長期滞在者
居住者

パーク

対流

飲食店

ジム

ラウンジ

ジャズバー

（客室）
（客室）

西口南 タウンステイエリア

デッキレベルで連続し
西口・駅・東口が一体に

歩行者とスローモビリティが行き交う
トナリエ減築による

抜けのビュー

LRT 停車場を中心に乗り換え空間

田川パークと建物緑化による
緑の連続性
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